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論文審査の結果の要旨  
原康二郎氏は2011 年3 月に東京海洋大学海洋科学部を卒業し、同年 4月に長崎大学大学院水産・
環境科学総合研究科博士前期課程に入学した。2013 年 3 月には同課程を修了し、直ちに同研究科
博士後期課程に入学し、現在に至っている。 
同氏は水産・環境科学総合研究科に入学以降、環境海洋資源学を専攻して所定の単位を修得する


























はじめに本種の形態学的形質についての観察と計測および計数を行い、Last et al. (2016)に基
づき検討した結果、吻の形状や尾棘列数、背面の淡色斑などにより Dipturus chinensisと同定でき
た。そこで、本種の形態における雌雄や成長、海域差についても検討を加え、その種内変異の幅に
ついても明らかにした（第二章）。次に、ガンギエイ類の漁獲量がかつて日本の中で最も多かったも
のの現在では減少の一途をたどっている東シナ海をフィールドに底曳網による採集調査を行い、本
種を含むガンギエイ類の種組成や生活史について明らかにした。その結果、東シナ海の九州西方海
域ではガンギエイが個体数、重量ともに最も優占していることが明らかになった。また、脊椎骨に
基づく年齢査定を行い、本種の年齢と成長、成熟サイズや成熟年齢について算出し、類似の他のガ
ンギエイ類に比べ本種の寿命が比較的長いことなどを明らかにした。生殖腺の経月変化や卵殻の出
現状況から産卵期は周年に及ぶが、産卵頻度には季節性がある可能性を示した。食性解析の結果、
小型のサイズクラスでは主に小型のエビ類や異尾類、大型のサイズクラスでは魚類、遊泳性のカニ
類や頭足類といった比較的大きく遊泳力のある生物を主な餌としていることなど、成長や季節によ
る変化を明らかにした。加えて、東シナ海のガンギエイは甲殻類や魚類を中心にサイズや季節に応
じて多様な餌を利用できる中位栄養段階の generalistであり、東シナ海の底生生態系において重要
な役割を果たしている可能性について考察した（第三章）。同様に、新潟沖の日本海をフィールドと
して底曳網で採集されるガンギエイ類の種組成を調べ、本種が圧倒的に優占していることを明確に
した上でその生活史について調査した。その結果、日本海のガンギエイは東シナ海よりも大型で長
寿であり、成熟サイズも大きく長い年数を要することを明らかにした。産卵周期や頻度については
十分な解析が出来なかったが、食性解析では甲殻類を主な餌としており、季節やサイズに応じて魚
類や頭足類などを利用すること等を明らかにした（第四章）。 
上記の結果に加え、最後に 4つの海域間での生活史特性や形態の地域差を調べた。外部形態各部
位の全長比に基づく正準判別分析により 4海域は有意に判別された。最大サイズ、成熟サイズは、
東北太平洋沖>日本海>東シナ海≥高知沖の順で大きく、水温が低い海域ほど成長が良く大型になる傾
向を見出すことができた。食性については主な餌生物が甲殻類で成長とともに小型の甲殻類から大
きく遊泳性の高い餌へとシフトしていく傾向については共通していたが、東シナ海では日本海と比
べて魚類の重要性が非常に高いことなど、胃内容物組成は海域独自の生物相を反映していると考え
られた（第五章）。以上の結果を総合的にまとめ考察した（第六章）。 
本研究で得られた知見は、世界的にも知られていなかったガンギエイについて、分類や生態、資
源に関する数多くの新知見を含むものであり、今後の水産資源や板鰓類研究の発展に寄与するにと
どまらず、絶滅が危惧されるガンギエイ類の保全、東シナ海や日本海の生態系構造と機能の解明な
どにも大いに貢献するものであった。 
審査委員会では本論文および最終試験に関する審査を実施した結果、本論文は学術的な意義が高
いことに加え、水産資源や生態系の保全に多大に貢献することを認め、博士（水産学）の学位に値
するものとして、合格と判断した。 
 
